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1. はじめに 

1.1. 特別活動の教育的意義 

 社会の技術的な変革と呼応するように，協同や協働といった用語に対する社会的な関心が高まりつつある点は，

衆目の一致をみよう。それらは，創造性や革新性といった，既存の枠組みや状態を乗り越えることを志向する文脈

において用いられている。学校教育では，例えば，キャリア教育の推進や総合的な学習の時間といった，既存の教

科教育等の枠組みとは異なる教育実践の展開期において，学校や社会，地域との連携や協働が提唱されている。 

 このような社会の到来を見据え，子どもたちにも，協働する力をはぐくむことが志向されている。特色を捉えて

整理すれば，こうした協働を，方法論としてではなく，内容論として展開しているのが，特別活動の時間である。

平成 18 年 9 月の教育課程部会において「特別活動の現状と課題，改善の方向性」が検討された際に，人間関係の

形成，協力や協働が，議論の遡上に挙げられた。平成 20 年・21 年改訂の学習指導要領においては，特別活動にお

いて，人間関係という用語が，その目標や内容に加えられている。 

こうした経緯を踏まえるに，社会の動向を見据えて，そこで求められる力をはぐくむという点において，特別活

動は，特色のある教育的意義を有していると考えられる。その傍証として，O県下の公立 I高等学校を取り上げる。

同校では，生徒が主体的に学校行事を運営している。各学校行事において，リーダー層となる委員会が組織される。

例えば，体育祭における応援合戦では，先輩たちの伝統を引き継ぎつつ，それを乗り越えていくための創造性が求

められる。そのため，リーダー層が計画やアイデアを出し，その他の生徒と対話を重ねている（廣瀬 2014）。こう

した主要学校行事において，生徒（リーダー層及びその他の生徒）たちの多くが，他者との意見を尊重する姿勢を

高め，協力する力の向上を果たし，他者と深く関わることができるようになったと，回答している（廣瀬 2010）。 

 

1.2. 特別活動の成果と課題 

 実際，平成 28 年 8 月の中央教育審議会教育課程部会「次期学習指導要領に向けた審議のまとめ」において，特

別活動の目標の在り方における現行学習指導要領の成果が次のように示された。  
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① 特別活動は，児童生徒が学校生活を送る上での基盤となる力や社会で生きて働く力を育む活動として機能して

きた。  

② 特別活動は，望ましい集団活動を通じて行われるという特質があり，集団機能の基盤が創られている。さらに，

特別活動のもつ生徒指導の機能，ガイダンスの機能等が，それらを強固なものにすることに寄与している。  

③ このことは，全国学力・学習状況調査の質問紙調査において，「学級会などの時間に友達同士で話し合って学

級のきまりなどを決めていると思う」と肯定的に回答している児童生徒の方が，全ての教科で平均正答率が高い傾

向にあることからも見て取れる。  

④ 特別活動における集団活動は，所属感，連帯感を育むとともに，学級・学校文化の醸成へとつながり，各学校

の特色ある教育活動の展開を可能としている。また，このような特別活動は，我が国の教育課程の特徴として，海

外からも高い評価を受けている。  

 

 こうした成果は，我が国における特別活動の教育的意義の高さを示すものであろう。しかし，その一方で，更な

る充実が期待される課題点がある。それは，概ね以下のような点である。  

 

① 育成を目指す資質・能力の視点  

特別活動においては，「なすことによって学ぶ」ということが重視され，各学校で特色ある取組が進められてい

る一方で，身に付けるべき資質・能力やその学習過程が意識されず指導が行われてきた実態も見られる。特別活動

が各教科等の学びの基盤となる面もあり，教育課程全体における特別活動の役割，機能も明らかにする必要がある。  

② 学習指導要領における内容の示し方の視点  

各活動の内容や指導過程について構造的な整理が必ずしもなされておらず，各活動等の関係性や意義，役割の整

理が十分でないまま実践が行われてきたという実態も見られる。  

③ 複雑で変化の激しい社会の中で求められる能力を育成するという視点 

社会参画の意識の低さが課題となる中で，自治的能力を育むことがこれまで以上に求められている。また，社会

の変化や要請も視野に入れ，各教科等の学習と関連付けながら，特別活動において育成を目指す資質・能力を示す

必要がある。 

 

こうした課題の指摘は，特別活動においても，それ自身あるいは関連する教科や領域等との有機的な接合を図る

ことを目指して，教育課程の変革を求めていると考えられる。 

そこで本研究では，特別活動の現状（実施状況）を事例的に確認した後，特別活動（本論では学校行事に注目）

に関連する領域を含めた教育課程を編成する上で，どのような変革が必要となるかについて論考することを試みる

ものである。 

        

2. 特別活動の教育課程の実施状況 

2.1. 特別活動の内容と実施状況 

特別活動には，小学校であれば，学級活動，児童会活動，クラブ活動，学校行事という4つの内容がある。中学
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校では，学級活動，生徒会活動，学校行事という3つの内容がある。高等学校であれば，ホームルーム活動，生徒

会活動，学校行事という3つの内容がある。 

さて，平成 25 年度公立小・中学校における教育課程編成・実施状況調査の結果によれば，特別活動の中で，最

も時間を割いて取り組まれている内容が，小学校及び中学校では，学校行事である。 

そこで，本研究では，以降，特別活動の中でも学校行事に注目して論考を進めることにする。 

下記の表１は，鹿児島県肝付町の小学校及び中学校の，学校行事の時数である。以下の表は，肝付町における小・

中学校の学校行事時数を整理した結果である（平成28年度）。肝付町は本土最南端の鹿児島県大隅半島南東部に位

置し，地勢は林野地帯・畑地帯・水田地帯に大別される。平均気温は17度前後，降水量は3,000ミリメートルに近

く極めて温暖多雨な気候で，町の中央部には900メートル級の山々（国見岳・黒尊岳・甫与志岳）が連なる肝属山

系を形成し，町面積の80％以上を林野地帯が占め，北西部は水田・畑作地帯及び市街地等を形成している。この平

野部には，肝属川や高山川が流れるとともに，南東部は美しい海岸線が 50 キロメートルに及び，豊かな海の資源

をはぐくんでいる。また，高山地区には900年もの伝統を引き継ぎ，国の重要文化財に指定されている神事「流鏑

馬（やぶさめ）」，本土最南端の塚崎古墳群，内之浦地区にはウミガメも産卵に来る美しい白砂の浜，そして世界初

となる惑星のサンプルリターンを実現した小惑星探査機「はやぶさ」を打ち上げた JAXA内之浦宇宙空間観測所が

ある。 

こうした地理的・文化的状況に根差して，その差はあるものの，標準 35 時間の時数に比すれば，いずれの学校

も，学校行事に時間を割いていることがわかる。 

 

表１ 年間学校行事数（肝付町小学校） 

 1年 2年 3年 4年 5年 6年 

Ａ小学校 ４０ ４１ ４３ ５３ ５８ ５４ 

Ｂ小学校 ６６ ６７ ６８ ６９ ８５ ８４ 

Ｃ小学校 ４９ ４６ ４４ ５３ ７４ ７０ 

Ｄ小学校 ４４ ４５ ４５ ４５ ６１ ６０ 

Ｅ小学校 ５８ ５９ ６４ ６８ ８１ ７８ 

Ｆ小学校 ５５ ５６ ５９ ６６ ７９ ７５ 

 

表２ 年間学校行事数（肝付町中学校） 

 1年 2年 3年 

Ａ中学校 ５３ ６１ ３７ 

Ｂ中学校 ４７ ４８ ４４ 

Ｃ中学校 ５３ ５６ ４５ 

Ｄ中学校 ７３ ７４ ５９ 

Ｅ中学校 ２８ ３５ ２７ 
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ところで，学校行事といっても，その種類は多様である。例えば，平成 20 年度の小学校の学習指導要領には，

このような学校行事の内容に即して，すべての学年で取り組むべき次の５つの種類の内容が示されている。 

 

(1) 儀式的行事  

 学校生活に有意義な変化や折り目を付け，厳粛で清新な気分を味わい，新しい生活の展開への動機付けとなるよ

うな活動を行うこと。儀式的行事は，全校の児童及び教職員が一堂に会して行う教育活動であり，その内容には，

入学式，卒業式，始業式，終業式，修了式，開校記念に関する儀式，着任式，離任式，朝会などが考えられる。  

(2) 文化的行事  

 平素の学習活動の成果を発表し，その向上の意欲を一層高めたり，文化や芸術に親しんだりするような活動を行

うこと。文化的行事には，児童が各教科などにおける日ごろの学習の成果を総合的に発展させ，発表し合い，互い

に鑑賞する行事と，児童の手によらない作品や催し物を鑑賞する行事とがある。前者には，学芸会，学習発表会，

作品展示会，音楽会，読書 感想発表会，クラブ発表会などがあり，後者には，音楽鑑賞会，演劇鑑賞会，地域の

伝統文化等の鑑賞会などが考えられる。  

(3) 健康安全・体育的行事  

 心身の健全な発達や健康の保持増進などについての関心を高め，安全な行動や規律ある集団行動の体得，運動に

親しむ態度の育成，責任感や連帯感の涵養，体力の向上などに資するような活動を行うこと。健康安全・体育的行

事には，健康診断や給食に関する意識を高めるなどの健康に関する行事，避難訓練や交通安全，防犯等の安全に関

する行事，運動会や球技大会等の体育的な行事などが考えられる。 

(4) 遠足・集団宿泊的行事（中学校においては「旅行・集団宿泊的行事」）  

 自然の中での集団宿泊活動などの平素と異なる生活環境にあって，見聞を広め，自然や文化などに親しむととも

に，人間関係などの集団生活の在り方や公衆道徳などについての望ましい体験を積むことができるような活動を行

うこと。遠足・集団宿泊的行事には，遠足，修学旅行，野外活動，集団宿泊活動などが考えられる。 特に，児童

の発達の段階や人間関係の希薄化や自然体験の減少といった児童を取り巻く状況の変化を踏まえると，小学校段階

においては，自然の中での集団宿泊活動を重点的に推進することが望まれる。  

(5) 勤労生産・奉仕的行事  

 勤労の尊さや生産の喜びを体得するとともに，ボランティア活動などの社会奉仕の精神を養う体験が得られるよ

うな活動を行うこと。勤労生産・奉仕的行事には，飼育栽培活動，校内美化活動，地域社会の清掃活動，公共施設

等の清掃活動，福祉施設との交流活動などが考えられる。 

 

 上述した内容に即せば，5 つの学校行事には，それぞれに教育課程上，担っている役割があることになる。それ

らを明確化することが，特別活動に関連する教育課程の編成を進める上で，基盤となろう。 

 

2.2. 学校行事の実施状況 

 では，学校行事の5種類が，実際には，どのような配分で振り分けられているのであろうか。同様に，鹿児島県

肝付町の事例を確認すると，その結果は以下の通りである。 
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表３ 年間学校行事数（肝付町小学校5年） 

 儀式的行事 文化的行事 健康安全・    

体育的行事 

遠足・集団   

宿泊的行事 

勤労生産・   

奉仕的行事 

Ａ小学校 １１．５  ４ ２２ １２  ８．５ 

Ｂ小学校  ９ １７ ２８ ２４  ７ 

Ｃ小学校 １３  １ ３４ １９  ７ 

Ｄ小学校 １４  ６ １８ １６  ７ 

Ｅ小学校 １３ １２ ２６ ２２  ８ 

Ｆ小学校 １４ １２ ２８ １６  ９ 

 

表４ 年間学校行事数（肝付町中学校２年） 

 儀式的行事 文化的行事 健康安全・   

体育的行事 

旅行・集団   

宿泊的行事 

勤労生産・   

奉仕的行事 

Ａ中学校 １５  ０ ２３ １８  ５ 

Ｂ中学校 １３  ６ １６  ０ １３ 

Ｃ中学校 ２０ １３ １７  ６  ０ 

Ｄ中学校 １４ １７ ２６ １２  ５ 

Ｅ中学校 １２  ２ １０  ６  ５ 

  

 表を概観すると，小学校では，健康安全・体育的行事や遠足・集団宿泊的行事に，中学校では儀式的行事や健康

安全・体育的行事に，時間が多く配分される傾向にあることがわかる。学校行事は，実施することそのものが学校

評価につながる側面がある。例えば，儀式的行事では，式に出席した外部関係者から，児童生徒の態度を通して学

校が評価され，文化的行事として実施する芸術等の公開発表会では， 来校した保護者等から発表や作品を通して

ふだんの学校の指導状況が評価される。このような評価を前提としながら教育効果を高めるため，多くの時間をか

けて学校行事実施に向けた準備に当たっていると考えられる。 

とりわけ学校行事は，児童生徒が主役として実際に活動するものであるだけに，準備に当たって過剰な負担を児

童生徒に強いてしまうことが懸念されることから，そのようなことがないように児童生徒の立場に立った配慮が求

められるといえる。 

また，表 3，表 4 から，儀式的行事や勤労生産・奉仕的行事については，顕著な差はみられなかった。一方，文

化的行事や健康安全・体育的行事，遠足（旅行）・集団宿泊的行事については，各学校においてかなりのばらつき

がみられた。しかし，詳細に見てみると，表3における文化的行事のＡ小学校やＣ小学校において他校と比較する

と少ない授業時数になっている。 

学校行事の全体計画を策定するに当たっては，どの学年においても5つの種類の行事を実施しなければならない。

しかし，活動の時間を確保するためには学校の実情と教員構成等を考慮し，総合的な学習の時間と連携したり，各
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行事で重点化したり，行事を統合したりするなど，精選を図ることも必要となる。この意味から，肝付町における

各学校においても，関連領域との整合性を吟味し，創意工夫しながら教育課程を編成しているといえる。 

例えば，肝付町教育委員会から提供された町内各小・中学校の学校要覧及び教育課程の資料によれば，こうした

文化的な内容については，Ａ小学校及やＣ小学校は，総合的な学習の時間や教科等の学習で実施している。表4に

おける文化的行事のＡ中学校やＥ中学校，旅行・集団宿泊的行事のＢ中学校，勤労・生産的行事のＣ中学校におい

ても，同学校要覧及び教育課程の資料によれば，総合的な学習の時間や教科，創意の時間等を活用して教育活動を

展開している。 

例えば具体的に示すと，Ａ小学校では，総合的な学習の時間に文化的な教育活動の一つとして，次のように展開

している。 

 

主題名：棒・長刀踊り 

ねらい：地域の伝統「棒・長刀踊り」を地域の方々の指導を受けながら練習したり，運動会等で発表したりする活

動を通して，伝統文化を継承することの意義について考えることができる。 

活動内容： 

1.棒・長刀踊りについて，地域の方の話を聞いたり，練習したりする。（7～9月） 

※ 5・6年生は，「うちのうらロケット祭り」で踊りを披露する。 

2.運動会で練習の成果を発表する。（9月） 

 3.棒・長刀踊りを通して考えたことや感じたことを表現する。（10月） 

   ・感想文 ・意見文 ・お礼状 

 

また，各行事の指導に当たっては，学級活動や生徒会活動との連携を図るとともに，あらかじめ準備時間を想定

して教育課程に位置付けることが，その実施上，重要となる。 

しかしながら，学校行事の実施が近づくと，始業前や放課後，昼休みなどに準備の時間を急きょ設定することが

多くなりがちである。各学校が一単位時間をどのように設定するかを含め，見通しのある教育課程を編成すること

によって準備時間を確保するよう，創意工夫が求められる。 

 

3. 学校行事における児童生徒の学びのデザイン 

3.1. 特別活動における学習プロセス 

 上述したように，教科の授業時数の確保に伴う，学校行事の精選が望まれてきた中，各学校が教育課程を編成す

るにあたり，時数の運用面の工夫に重きがおかれてきた。 

それと同時に，特別活動における子どもの学びをどのようにデザインするかが，重要な問いである。次の図１は，

先の中央教育審議会教育課程部会「次期学習指導要領に向けた審議のまとめ」に示された特別活動において育成を

目指す資質・能力と学習過程のイメージである。   

これに基づけば，まず，学習過程は，①行事の意義についての理解，②計画や目標についての話合い，③活動目

標や活動内容の決定，④体験的な活動の実践，⑤振り返りによって構成される。 
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図１ 特別活動における学校行事の学習過程のイメージ（案） 

 

また，各学習過程において身に付けなければならない資質・能力として，例えば，①においては，学校生活の中

で自分のよさや可能性を生かそうとする態度，所属感，連帯感が挙げられる。②においては，多様な他者の意見を

尊重し，進んで合意形成を図ろうとする態度，所属感，連帯感が挙げられる。③・④においては，合意形成を図る

力，自己の役割や責任を進んで果たすことのできる力，仲間とやり遂げることによる所属感，連帯感，達成感，自

己有用感，困難な課題に挑む意欲，向上心，忍耐力，精神力が挙げられる。⑤においては，よりよい生活を作ろう

とする態度，所属感，連帯感，達成感，学校の中で自分のよさや可能性を生かそうとする態度が挙げられる。 

更に，すべての学習過程において，よりよい人間関係を育むための思考力・判断力・表現力などが求められる。

これらの資質・能力を意識した学習過程を踏まえ，次の活動や課題解決へ展開されることが必要である。 

 

3.2. 学習プロセスの明示化と共有 

 次の行事計画は，肝付町の，ある小学校の教育課程から抜粋したものである。 

 

表５ ある小学校の行事計画（教育課程から抜粋） 

 

行事名 期日 時数 場所 参加者 
演劇鑑賞会 平成A年度実施せず 

平成B年度実施予定 
行事１・教科１ 体育館 全児童 

職員 
ねらい ・豊かな心情を養うとともに，集団観覧の態度を育てる。 

・音楽性の高い演奏を鑑賞させることにより，児童に豊かな情操を養う。 
主な活動内容 留意点・備考 

○ 内容 
  文化的行事係から，内容を知らせる。 
○ 会順 
 1.児童入場 
 2.鑑賞 
 3.児童退場（観賞後速やかに退場する。） 

・鑑賞の態度について事前指導しておく。 
・見学場所は劇団の指示に従う。 
・鑑賞料金 

＊匿名性の観点から，期日（年度）については，筆者が平成A，平成Bと，表記を修正した。 
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 これからは，例えばこうした様式の中に，上述した育みたい資質や能力，及びその学習プロセスを記す欄を設け

るといった修正が求められよう。 

上述の演劇鑑賞会を例に，以下述べることとする。まず，育みたい資質や能力を記す欄を設け，行事のねらいを

見直す。学習過程との関連において，①行事の意義の理解の過程や⑤振り返りの過程では，「学校生活の中での自

分のよさや可能性を生かそうとする態度」に着目し，その行事の前後の学習発表会や合唱発表会，児童会活動等と

の系統性や関連性を記述する。演劇鑑賞会の内容によっては，児童の体験を伴う内容も考えられるが，その場合に

は，例えば，④体験的な活動の実践の過程において，「課題に挑む意欲」や「向上心」，「自己有用感」等を取り上

げることもできる。教師が特に留意して，それぞれの学習過程において身に付けなければならない資質・能力を，

学校行事の中に明確に位置付けていくことが求められている。 

次に，教師の困り感として，目の前の教育活動をいかに展開するかということがあるため，実施計画の記述につ

いて，その実施方法に重きがおかれてしまいがちである。そこで，学校行事が他の教育活動と切り離された単発の

教育活動とならないよう，育みたい資質や能力の関連から学習過程の欄を見直す必要がある。上述の①行事の意義

についての理解，②計画や目標についての話合い，③活動目標や活動内容の決定，④体験的な活動の実践，⑤振り

返りのそれぞれの構成に従い，学習過程を見直すとともに，教科や道徳，総合的な学習の時間等との関連を明記し

た実施計画を作成する必要がある。育みたい資質や能力の観点から学習過程を捉えることで，単なる授業時数の調

整など，運用面の工夫にとどまらず，その学校行事を実施しなければならない必然性を教師が明確に意識するとと

もに，教科や道徳，総合的な学習の時間等のそれぞれの目標達成を第一義とする教育活動が展開できると考える。

もちろん，学校においては，音楽や他の行事との関連が図られていると推測されるが，わずか２時間の演劇鑑賞会

によって，豊かな情操が養えるというのは，やや無理があるように思われる。 

また，学校行事の充実を図る上で，保護者や地域，企業，ＮＰＯ法人，地方公共団体等の地域の人材活用は欠か

せないことから，実施計画への記述が必要である。各学校においては，保護者や地域等の方に協力・支援してもら

う場合に，必ず打合せを実施する。その際，学校行事の内容や方法だけでなく，上述の育みたい資質や能力，学習

過程についても理解を深めてもらうことが重要となる。演劇鑑賞会においても，鑑賞料金や体育館の収容人数など

考慮しなければならないこともあるが，保護者や地域に広く参加を呼びかけ，育みたい資質・能力やその後の文化

的行事や教科，総合的な学習の時間との関連を理解してもらうことが，学校と社会が教育課程を介して目標を共有

し，よりよい社会を創ることにつながっていくものと考える。 

 

4. おわりに 

4.1. まとめ 

論考してきたことを整理すると，特別活動（本論では学校行事に注目）に関連する領域を含めた教育課程の編成

を変革していく上で，以下の３点が重要となる。 

 

①各学校行事が教育課程上，担っている役割を明確化すること 

②活動の時間を確保するためには学校の実情と教員構成等を考慮し，総合的な学習の時間と連携したり，各行事で

重点化したり，行事を統合したりするなど，精選を図ること 
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③児童生徒が主役として実際に活動するものであるだけに，準備に当たって過剰な負担を児童生徒に強いてしまう

ことが懸念されることから，そのようなことがないように，児童生徒の立場に立った時間数の確保や配慮が求めら

れること 

④教育課程の様式の中に，育みたい資質や能力，及びその学習プロセスを記す欄を設けること 

 

4.2. 展望 

 本研究では，こうした変革を具体的に進める際の教師の役割や，その実践において求められる資質や能力につい

ては，言及していない。教育課程の変革は，それを実践する教師の力量にも変革を迫ることを考えれば，この点は，

今後の検討課題といえよう。 
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